
プログラム内容

「あそびのポケット」では、地域の子育て中の保護者や子どもとかかわり、一緒に遊びを通して子ど

もの育ちを支えていく保育者としての役割を実感できる機会を作っています。

美葉祭で図書館のイベントに参加をし絵本の読み聞かせや、地域の子育て支援施設で乳児、幼児、

小学生と関わりながら実践を通して学びを深めています。。

連携先

関西女子短期大学

保育学科 高原まで

学科・専攻

保育学科

担当教員

高原 ひろみ 宇津木七実

あそびのポケット

成果・考察

2025年７月１９日（土）

地域のCafe「タント・タント」（河内国分駅前）で、風鈴やうちわつくりをしました。

地域のお父さん、お母さんも参加して、こどもたちと一緒につくつくりました。

出来上がった風鈴の小さな鈴の音に耳をすまし、「聞こえるね」と笑顔。

美味しそうなスイカやひまわりのうちわをパタパタしながら「あー涼しい」と嬉しそう。

外は暑かったですが、ゆったりとした時間を過ごすことができました。

2025年10月25日（土）

学園の美葉祭で図書館とコラボし、絵本・エプロンシアター

パネルシアターを用いてお話会をしました。

乳児さんから小学生まで幅広い年齢の地域の子どもたちと

 保護者が一緒にお話の世界を楽しんでくださいました。

 学生も心と心をつなぐ読み聞かせができるよう練習し、取り

  組みました。

保育学科
  ２年生 ２名
１年生   １名

今年度は３名で活動しました。
美葉祭では募集をし、人数をふやして
取取り組むことができて楽しかった！
４月からは新しいメンバーと一緒に取り組み
を広げていきたいです。

              保育学科
講師 高原ひろみ

今年度はメンバーが少なく準備が大変
でしたが、それぞれ声掛けをしながら頑
張りました。
地域の子どもたちに遊びを伝えている
時の笑顔がとても素敵でした！更に盛り
上げましょう。
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